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第一〇七回国労婦人部中央委員会が、十一月七―八日にかけ東京・新橋アネックスと交通会館にて開催され全国から多くの婦人部組合員が結集しました。

　
❤　加藤婦人部長集約より
昨日七日に十名、本日八日に七名の発言がありました。昨年より厳しさを増していると感じた・。厳しさを感じる女性同士助け合い信頼しあって、いろいろな話を聞きあって、確実に国労はいる、弾圧の抑止力にはなっていると感じた。

今年三月から配転になり、産婦人科病棟になった。助産師と看護師がいる中ではじめて仕事をすることになった。主任職の看護師として、若い主任では潰されてしまうので年が上なのでいかされたのではないかと考える。そんな中で落ち着いて人間関係を作ることができなかった。七ヶ月経ってようやく一人ひとりの個性がわかってきた。仕事の中で、メッセージカードを活用し信頼関係を構築しようとしている。
医療職の再雇用は会社は困難だと認めていない。しかし今後も出てくることなので取り組みを続けていく。

組織強化拡大は、国労にとっても婦人部にとっても重要な課題だ。周りの女性に声をかけ自信を持って国労へと呼びかけよう。
国鉄闘争は、二三年目に入っており、政権が自民党から民社党へ変わり解決への道が開けたと感じている。地方・中央のビラ配布やすわりこみ、集会などの行動に参加し一日も早い解決を、今度こそ勝利を手にしたい。

婦人部の名称の問題は、昨年意見を求めたが規約改正など現在の情勢では次年度に伸ばしたいと本部より言われている。婦人部の意見は尊重すると言っている。

❤　新役員紹介
婦人部長　　加藤照代

婦人部副部長　奈木野照代

中央常任委員　佐藤房江

　　　　　　　谷澤由紀恵

　　　　　　　矢野里美

　　　　　　　長尾春美　
❤意見いろいろ
一関駅　長日勤は大変だ。現金管理機が、わずか二時間位の研修で導入された。駅の中で、乗り継ぎの窓口の仕事は不安がいっぱいだ。やり直しが必要になるので、乗り継ぎに間に合わなかったらと、心配だ。
東日本長野地本の新婦人部員は今年結婚し姓が変わりました。現在お産のため休みに入りました。

東の常任委員会は、ほとんど毎月開催され、地方の状況と二人目の婦人部員を作ろうとを話し合っている。
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仙台駅　毎年十五―六人の新規採用者が入ってくる。三年目の社員がサポーターで指導につく。盆の前後に車掌試験をうけて新採が一本になったのを見届けて出て行くパターンだ。私たちにとっては即戦力の若い人に出て行かれるのは痛手だ。やっと仲良くなったころに出て行かれてしまうので国労に加入を呼びかけるまでいかない。現在一人組合の行事に顔を出してくれる有望な人はいる。
女性社員は小さな子を抱えている人もいる。主任に合格すると泊まりもやってもらいたいと言われ悩んでいる。

現金管理機の取り扱いは一回だけでは不十分なのでもう一度行かせて欲しいと申し入れている。

	二〇〇八年度

婦人部実態調査

　二〇〇八年度婦人部実態調査がまとまりました。皆さんのご協力で回収率は９３．５％でした。

問い⑪　心身の疲れについては５５％の婦人部員がいつもあると答えています。
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問い⑫　疲れを翌日まで残すことがあるかについてはたまにある５５％いつもある３５％でした。
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	問い⑯ストレスについては７５％があると答えています。内容は仕事の内容と、人間関係が挙げられていた。
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問い⑰　制服については５０％に不満があり、生地の伸縮性がなく、動きにくい。靴が１足ではたりない。夏のブラウスは麻混の通気性のよいものを。胸がきつく肩がぶかぶかで体型にあったものにしてほしいなどの要求があった。
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	昇進昇格試験については受験しているとの答えは３５％でした。受験しない理由は、受ける意欲がわかない、合格しないと思うから、自分の時間がもったいない、合否に疑問がある、差別と競争に使われている、でした。ある程度までの自動昇格を望む回答もあった。
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　そのほか、第三者加害について女性の一人勤務は危険だし、不安だ。５５歳以上の賃金カットについても、仕事は変わらないのにカットはおかしいと反対の声が上がっています。婦人部の名称については今まで使ってきたので不都合はないが、他との関係で女性部の名称がふさわしいならば反対ではない、改称してもよいとの意見でした。（以上抜粋）


東京病院　就職して二五年、二二年間昇格試験を受けてきた。一回も受からない。昇進試験制度は闘っていかなくてはならない。なぜ落ちたのか？国労だから、見せしめだから。国鉄のとき主任でＪＲになったら平になった人もいる。同じ場所で十四年九カ月仕事をしてきた。今配転となったらやめろといわれたようなものだ。いつまで働けるのか不安だ。
婦人部組織も一〇〇人いないわけだから、代議員の数を増やして交流会のようにし、回数も増やしてほしい。　
新宿　新宿駅で改札にいる。泊まりは五―六回。先月の台風では、前面ストップで大変だった。
第三者加害も新宿駅では人事ではなく不安がいっぱいだ。

契約社員の問題は、切実である。五年で雇い止めになってしまうので、結婚もできないと悩んでいる社員がいる。再雇用試験の中身は、一次で五〇％、二次で三〇％の採用だった。合格した人を見てもどうしてあの人が？という中身だ。新宿駅の中で、社員のいじめ事件を起こした人が合格している。会社の基準がわからない。
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